
インドライオンの「ウーマ」が死亡しました

よこはま動物園で飼育していたインドライオンの「ウーマ」が死亡しましたので、お知らせします。

元気なころの「ウーマ」

● ウーマのプロフィール、エピソード

ウーマは、平成 11 年 3 月 28 日にムンバイ動物園（インド）からよこはま動物園へ入園しました。

オスのヨハンとの間に４頭の子どもを作り育ててきました。16 歳を過ぎた頃から体力が落ち始め

てきたため、子どもたちの群れとは分けて単独で飼育してきました。20 歳という天寿を全うし、

安らかな眠りにつきました。

指定管理者：（公財）横浜市緑の協会

お問い合わせ先

よこはま動物園 副園長 渡辺 武志 Tel 045-959-1298

平成 28 年 11 月 11 日
（公財）横浜市緑の協会
よ こ は ま 動 物 園

記 者 発 表 資 料

○インドライオン｢ウーマ｣

（１）性 別 メス

（２）出生日 平成 8 年 3 月 21 日（20 歳 7 か月）

（３）死亡日時 平成 28 年 11 月 7 日（月）

午前 10 時 05 分死亡確認

（４）死 因 老衰による衰弱死（詳細調査中）

（５）経 過 10 月中旬頃から食欲が落ち、日中も寝て

いる時間が多くなっていました。

ここ数日は大好きな骨付き肉を給与しても食

べなくなり、衰弱が進み死亡しました。
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【参考資料】

【英名】 Asian Lion

【学名】 Panthera leo persica

【分類】食肉目 ネコ科

【分布】インド北西部ギルの森林保護区とその周辺

【形態】体長 145～250cm、体重 120～200 ㎏

【繁殖】妊娠期間 100 日前後 1 産 1～4 頭

【希少度】ワシントン条約：附属書 I

絶滅のおそれのある種で取引により影響を受けている又は、受けるおそれのあるもの

IUCN レッドリスト：絶滅危惧 IB 類（ＥＮ）

近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの

【当園飼育頭数】メス 3 頭 ※2016 年 11 月 1 日現在。今回死亡した個体は含まず。

【他園飼育頭数】上野動物園 オス 1 頭 メス 2 頭

野毛山動物園 オス 1 頭

■よこはま動物園ズーラシアについて

◆入 園 料：大人 800 円、中人・高校生３00 円、小・中学生 200 円、小学生未満無料

毎週土曜日は高校生以下無料（要学生証等）

よこはま動物園・金沢動物園共通年間パスポート（18 歳以上）2,000 円

◆開園時間：9:30～16:30（入園は 16:00 まで）

◆休 園 日：毎週火曜日（祝日の場合は開園し、翌日休園）、12/29～1/1

◆交 通：相鉄線「鶴ヶ峰」「三ツ境」駅、JR 横浜線・市営地下鉄「中山」駅から「よこはま動物

園」行きバスで約 15 分、「横浜」駅から「よこはま動物園」行きバスで約 1 時間

◆U R L：http://www.hama-midorinokyokai.or.jp/zoo/zoorasia/

◆住 所：横浜市旭区上白根町 1175-1

◆問合せ先：045-959-1000


